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和紙 ｢手渡J挿狼感想 (柿猿払 1合金18鏡の1割軌指で,和紙の姦姦各 1回づ ゝ
漁ったものを.充分乾性 した上で使用L o
以上の 9稔を,健適▲4･5｢センチメ-いレ｣角に蘭つ 他 紙 剛 と州 書.
ce -,J7.十1_心血J
て用ひたO
飼育布誰 ｢ペ 1､')シャ-レJ内荘 7ト1::/ナメー トル｣深さ3
rセγチメ-トル｣のものを使用 したO 常
例常 盤 涼太療興部風量湛研究立札 略は噌皇同機の装豪を
施 した.自然温度Et)堂で飼育 したO
温 庶 窒挽. 1週間肴自評温度計にて記練｡
飼育容矩l個の中に､無塵理和紙と､柿狼挺理和紙を,各 i枚
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供試昆鼻 賛験第 Ⅰに同じ｡
供試翻 斗 賓験第 Ⅰと同様なれども､本質験で帆 4.'5｢センチメ-トル｣角に切った和紙の
年部は無産理.他の牛部は柿張度埋%-して使用した｡
飼育容器 鷺除第 Ⅰに同じ｡
飼 育 室 同
温 度 伺
飼育容着岸り国の中に､無塵理年部と柿豆粒庭理牛部の和紙 1枚を入れ､其中に ｢シミ｣を 1匹
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概 括 と結 論
以上の資験威掛こよって明らかな如く∴2蝕 を通じて.柿洪鹿撃抑紙は､償少の蝕聾を見
たるに反し､無塵理和紙は極めて大魚の蝕啓を見られるO此事驚臥 柿狼が防嵐上､如何に英
数兼が鯨著であるかを加賀に物語って居るものと雷はなければならぬ0
両して叉,柿醸成罰挿岬モの∴蝕寄面積を辿って見るに､驚鹸開始の常初に於ては､此攻的大
泉q)飯事を見られたものが､後に到るに綻ひ､菅じるしく減少し､鷺険期間の,中頃以後に到る
や､極めて微塵の蝕啓しか見られないことは.或は多少温度の影響に左右せらるゝことあらん
も｡此は ｢シミJ自身が､柿狼の味覚を感知し､之れを忌避しての､生態上の現象にあらざる
㌔かとも考察せらる のゝである｡
大切な衣服の包装用として､格叉.重要書類の盛劉こ､其他柿満利用の道は､工夫次第で､い
くらでも開けて碑7po庭先きq)購坤で革は足りる｡今日の如き物故不足の新札 之が利用とエ ′p
未を計Qj､以て､栗源愛護に務むることこそ､今日の常 の々心棒へでなくて披ならぬ｡
